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 近年、健康寿命が重要な社会的課題と

なっています。平均寿命との差は約10年と

されており、この期間を短くする為に日常

的に食事や運動習慣、睡眠、歯の健康維持

などに取り組む必要があります。 

 不正咬合や歯並びの乱れは、咀嚼や発音

に問題を引き起こすだけでなく、口腔内の

清潔を保つことを難しくします。そこで、

歯並びや咬合の問題を解消する為に、矯正

歯科治療が必要です。矯正歯科治療が健康

寿命に与える影響は、以下のような要因に

よって説明されます。 

１．正しい咬合の重要性： 80歳で20本以上

の歯が保たれている人は、歯並びや咬み合

わせが良好であったと報告されています。

正しい歯並びと咬合により残存歯数が維持

され、食物の咀嚼がスムーズに行えれば、

咀嚼機能の向上と栄養の吸収が促進され、

健康増進に寄与すると考えられます。 

２．口腔内の健康維持：歯並びの改善によ

り、歯と歯肉の清掃が容易になります。む

し歯や歯周病のリスクを減らし、口腔内の

炎症を防ぐことで、全身の炎症性疾患のリ

スク低減にもつながりま

す。 

３．自信と精神的健康： 

矯正治療を受けること

で、歯並びが改善し見た

目の美しさが得られま

す。これにより、自己肯

定感や自信が向上し、精神的な健康にプラ

スの影響を及ぼすことがあります。 

 矯正歯科治療は、子供から大人まで、さ

まざまなタイミングで受けることが出来ま

すが、可能なら早い段階で歯並びや咬合の

問題を発見し、治療することが望ましいと

考えています。そこで、予防的な歯科検診

と定期的なメンテナンスが重要です。定期

的な検診により、早期に問題を発見し、適

切な治療を行うことで、健康寿命の延伸に

寄与します。なお、矯正歯科治療は万能で

はありません。矯正歯科治療においては、

担当医との十分な話し合いが重要です。こ

の治療の利点や欠点を正しく理解すること

が、患者さんにとって良い選択をする上で

不可欠です。 
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矯正歯科治療と健康寿命 

矯正歯科 診療科長・教授 中納 治久  

 P1 巻頭言 矯正歯科治療と健康寿命 

 P2 診療科紹介 矯正歯科 

 P3 新入職員ご挨拶 

 P4 公開講座開催のお知らせ、編集後記 

記事見出しの色分けをいたしました。 

   患者さん向け、  医療機関向け、  お知らせなど 
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 現在当科は、歯科ユニット20台を有する診

療室で、歯科医師43名・歯科衛生士4名およ

び歯科技工士1名で診療を行っています。 

 一般的な小児矯正や成人矯正のみならず、

専門的な手術を伴う顎変形症や唇顎口蓋裂

等、さらに永久歯（前歯及び小臼歯）3歯以

上の「埋伏歯」が原因の咬合異常に対する治

療については保険診療を行っています。 

 また、日本矯正歯科学会、日本顎変形症学

会、日本口蓋裂学会の認定資格を取得したス

タッフを中心としたチーム診療制を採用して

います。顎変形症および口唇口蓋裂の患者さ

んの治療においては顎顔面口腔外科、形成外

科等と連携し、医系総合大学としての連携や

専門性を活かした治療を行っております。で

は、当科に受診した際の治療の流れをご説明

いたします。 

1.初診相談 

 歯並びを診て、悩み・治療に関する疑問や

心配事についてご相談をお受けします。詳細

な治療計画には精密検査が必要なため、判断

可能な範囲での期間・費用・治療内容をご説

明いたします。 

2.精密検査 

 精密検査（X線、口腔内・顔貌写真撮影、

歯型の採得等）を行います。また当科では、

骨の内部の詳細な把握のため、必要に応じて

歯科用CT（顎顔面用コンビームX線CT）の

撮影も行います。 

3.診断・治療計画の説明 

 精密検査の結果をもとに患者さんに最も適

した治療計画を立てます。 

4.矯正歯科治療前の準備 

 矯正装置が装着されるとむし歯のリスクが

高まるため、歯科衛生士による歯磨き指導や

お口の中の環境を把握することが大切になり

ます。矯正歯科治療は年単位で行われるた

め、定期的な予防管理も必要になります。 

5.矯正装置の装着 

 いよいよ矯正装置の装着になります。一人

ひとりにあった装置を、約30分から1時間か

けて装着します。装置の装着状態、ワイヤー

の調節、歯の動きのチェックのために、大体

1ヶ月に1回の間隔で通院します。 

6.保定 

 治療（動的治療）が終了し、きれいな歯並

びになったら保定装置を装着してあと戻りす

るのを防ぎます。この保定も矯正治療後の歯

並びを維持するためにとても大切な矯正歯科

治療の一部です。 

 以上、皆様に信頼していただける矯正歯科

医療を提供すべく、スタッフ一丸となり診療

を行って参ります。何かお困りのことがあり

ましたら、お気軽にご相談ください。 

矯正歯科 准教授 芳賀 秀郷 

診療科紹介：矯正歯科 

図1 昭和大学歯科病院5F 矯正歯科 診療ユニット 
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 本年4月より医科歯科連携診療歯科に入職い

たしました、角南葵と申します。 

 私は広島大学を卒業し、昨年度研修医とし

て当科でお世話になり、治療の幅の広さに魅

力を感じ入局を決めました。医科歯科連携診

療歯科では、全身的な病気をお持ちの患者さ

んの歯科治療を、医学的配慮をしながら行っ

ております。治療内容は、一般歯科治療から

外科治療まで幅広く、全身の状態によって

は、静脈内鎮静法（点滴をしながらリラック

スした状態で歯科治療を受ける）や全身麻酔

下でも行っています。 

 今後、医科歯科連携診療歯科にて研鑽を積

み、さまざまな疾患を持つ患者さんに対して

安心・安全な治療を提供できる歯科医師にな

りたいと思っております。未熟者ではありま

すが日々精進してまいりますので、何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

医科歯科連携歯科 助教（歯科） 角南 葵 

 

 本年4月より入職しました口腔機能管理科の

山根邦仁と申します。私は当院歯科放射線科

と高齢者歯科での研修後、高齢者歯科学講座

の大学院生として在籍しておりました。 

 大学院では、高齢者の一般診療と訪問診療

を経験しながら、近年ニーズが高まりつつあ

る義歯安定剤の研究を進めてまいりました。

本年度より高齢者歯科から改編しました口腔

機能管理科は、外来、病院とさまざまな場所

で、高齢期の生活を義歯や口腔機能の管理で

支える診療科を目指しております。微力なが

ら高齢期のより楽しい食生活のために努めて

いきたいと考えております。今後ともよろし

くお願いいたします。 

 本年4月より歯科麻酔科に入局した松村憲と

申します。 

 歯科麻酔科では、全身麻酔あるいは静脈内

鎮静法を用いて手術や歯科治療を受ける患者

さんの全身管理をしています。また、全身疾

患をお持ちの方やご高齢の方に対して血圧な

どのモニタリングを行い、安心・安全に歯科

治療を受けていただいています。 

 超高齢社会が続く日本において、学生時代

に歯科における全身管理の必要性を感じ、歯

科麻酔科で研鑽を積もうと思ったのが私の入

局理由です。学ぶべきことは多いですが、皆

さんに安心して歯科治療を受けていただける

よう日々努力してまいりますので、これから

どうぞよろしくお願いいたします。 

歯科麻酔科 助教（歯科） 松村 憲   

 

 本年4月より口腔機能リハビリテーション科

に入局いたしました大塚正弥と申します。 

 私は日本大学を卒業後、昨年度当科にて半

年間臨床研修を行い、今年度より入局いたし

ました。当科では主に、食べる、飲み込む、

話すといった口や喉の機能が低下してしまっ

た患者さんのリハビリテーションを行ってお

ります。 

 日常生活において重要な食べること、話す

ことに対して少しでも力になれることに日々

やりがいを感じて診療にあたっております。

歯科医師となってまだ日は浅いですが、患者

さんに寄り添って診療に従事していきたいと

思いますのでどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

    口腔機能リハビリテーション科 

助教（歯科） 大塚 正弥   

 

新入職員ご挨拶 

口腔機能管理科 助教（歯科） 山根 邦仁 
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 先日、新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止が続いていた東京の夏の風物詩「隅田川花火

大会」が4年ぶりに開催され、美しい花火が夜空を彩りました。 

 観客動員数は過去最多の103万人と大盛況だったようです。花

火には人を惹きつける不思議な魅力がありますよね。皆様体調に

は十分に気をつけて素敵な夏をお過ごしください。（Y.T） 

 

 

病院広報委員会  

公開講座開催のお知らせ 
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